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1. 緒言

メカノクロミック発光を示す化合物は、「引っ張る」、「圧力をかける」、「こする」、「加熱

する」、「溶剤蒸気にさらす」、などさまざまな外部刺激に応答して発光色が変化することから、

化学センサーやメモリ材料としての応用が期待され、世界中で活発に研究が行われている。また、

三重項励起状態から一重項励起状態への逆項間交差を利用した熱活性遅延蛍光 (TADF) 材料は貴

金属を必要としない高効率有機 ELの発光材料として注目を集めている。メカノクロミック発光材

料に TADF特性を付与できれば、さらに高度なセンサーや多機能性発光デバイスの開発が期待でき

る。本研究では、外部刺激に応答して TADF 特性(発光色や発光寿命)が可逆的に変化する新規メカ

ノクロミック TADF 材料を開発した。さらに、このような刺激応答性を利用し、単一分子を用いて

二色発光を示す有機 EL素子を作製した。

2. 実験

化合物 1-3 (Fig. 1) について、結晶性粉末とそれを

すり潰した粉末の発光特性を評価した。X線回折測定

および示差走査熱量測定により、発光色が変化する

機構について調べた。さらに 1 を発光層に用いて、

THF 蒸気処理の有無で二色の発光を示す有機 EL 素

子を作製した。

3. 結果及び考察

化合物 1 のすり潰し前後の粉末を PL スペクトル

と過渡 PL 特性を Fig. 2 に示す。結晶性粉末の発光

波長は 470 nm であり、すり潰すと 515 nm へ長波

長シフトすることが分かった。また両状態において

明確な過渡発光成分が観測されるとともに高い発光

量子収率 (>80 %) を示した。化合物 1 の蒸着膜に対

して THF 蒸気にさらすことで分子秩序性を高め、そ

れぞれの薄膜を発光層とした有機 EL 素子を作製し

た。蒸気処理を行わないアモルファス薄膜を発光層

に用いた素子は緑色 EL 発光を示したのに対して、

THF 蒸気処理を行った結晶性薄膜を用いた素子は青

色 EL発光を示すことが明らかになった (Fig. 3) 。
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Fig. 3 Schematic drawing representing the conversion
from an amorphous EML of 1 into a microcrystalline
EML via THF vapor annealing.

Fig. 2 PL spectra (left) and transient PL decay profiles
(right) for the pristine and ground powder of 1.

Fig. 1Molecular structure of 1-3.


